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ファッション購買意思決定への家族からの影響に関
する考察 : 拡張自己概念を手がかりに
















1975; Bettman et al. 1998), 特に若年層の消費者
においては, 彼らの家族からの影響が強いこと
















Belk (1988) によって提唱された拡張自己 
(Extended Self) 概念と関連づけて捉えることに
より, より深い現象の理解を試みる｡ 本稿によ
って実施された,  8 組の母娘に対する 2 種類の


































う余地がないだろう (Belk 1989)｡ 
キーとなる所有を通じて消費者は自身の自己
を拡張したり強化したりすることが知られてい
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えば職場にあるモノ (Tian and Belk 2005), 個人
のウェブサイト (Schau and Gilly 2003), お気に
入りのモノ (Ahuvia 2005), 美容整形における身
体の一部 (Schouten 1991), ペット (Kravets and 
Tari 2008; Hill, Gaines and Wilson 2008) などが
ある｡ また Belk (1988) は, 拡張自己の対象物











and Kimura, forthcoming; Kimura and Sakashita, 
forthcoming)｡ 実際, 日本では娘が成人してから
も同居する家庭が多く, 母娘関係は比較的緊密











影響を与える他者は ｢重要な他者 (Significant 
others)｣ と呼ばれている (Mead 1934)｡ 子ども
にとっての重要な他者は親であり, 特に娘にと
っては母親がそれに相当すると言われている 





John 1999; Sullivan, 1947; Turner, 1962)｡ 社会化
とは, 他者との相互作用を通じて, 個人が社会





(Acock and Bengston, 1978)｡ その結果として, 
娘は母親の行動や価値, 思考様式や意味体系な
どの多くを自らに取りこむ｡ こうしたプロセス
によって , 娘は母親のようになるとされる 
(Chodorow, 1978; Boyd, 1989)｡ そして母親は, 
多くの場合において, 娘に消費の手本を示すこ






ており (土居 1971; 信田・上野2008), 彼らの消
費様式にもその影響が色濃く出ることが予想さ

















おいても確認されうるものである  (Clammer 


































のが圧倒的に多い (Tian and Belk 2005; Schau 





























するため,  2 タイプのインフォーマントに対し
て 2 種類のデプスインタビューを行った｡  2 タ
イプのインフォーマントとは, 母親と娘である｡ 
彼女たちに対して, まず母娘ペア合同のインタ
ビューを行い, その後, 母親単独, および娘単
独のデプスインタビューを個別に行った｡ 
インフォーマントは合計16名で, 母親が 8 名




めたものが表 1 である｡ 
合同インタビューにおいては, 母親と娘に並
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 2 種類の調査は同じ日に続けて行い, 合同イ
ンタビューの直後に個別インタビューが行われ
た｡ 合同インタビューは 1 時間程度, 個別イン
タビューは 1 時間から 1 時間半程度であった｡ 
インフォーマントにはそれぞれ調査への協力謝













対的に弱い母親は, 1) 娘を 1 人の人間として人
格を持っていると認識し, 2) 自分の言葉で娘が
どう感じるか配慮しながら伝える言葉を選び, 
3) 娘の選択を尊重すべきだと思い, 4) 娘が成長
したことを認識し, 5) 娘のファッション購買意
思決定にあたり気遣いながら母親自身の考えを





母親 2 は, 自身の娘を所有する感覚の強い母
親であるように見受けられた｡ 娘 2 も母親 2 の
ことが大好きで, 母親にかまって欲しがってい
る｡ 親密な 2 人はいまでも一緒にお風呂に入っ
ており, 娘 2 は, 母親 2 が飼っている犬に優し
く接している様子を見て, 犬に嫉妬を覚えるく
らいである｡ 母親 2 も娘 2 の気持ちに応え, で
きるだけ一緒にいてあげようとしている｡ 
母親 2 ：｢いいよね, M (犬の名前) は｡ いつもどん
な時だってお母さんにベタってくっついて
れば, お母さんは ｢いい子, いい子｣ して
くれるし, わたしがベタってくっつくと, 
｢重い｣ とか ｢わかったわかった｣ ｢早く勉




母親 2 ：(笑) っていうくらいなので｡ だから, 意識
をして, ね？特に, 大きくなればなるほど, 
関われる時間って少なくなるじゃないです
か｡ 
母親 2 は娘 2 が大人になっていくことが嬉し














母親 2 ：そうですね, あんまり ｢お母さん, お母さ










母親 2 ：そういう, 何だろう｡ 置いてかれる｡ ああ, 
もう昔の ｢お母さん, お母さん｣ って言っ
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娘を所有する感覚が強い母親 2 は, ファッシ
ョンの選択でいい／悪いの評価をはっきりと娘 
2 に伝えているようである｡ 












母親 2 ：うーんと｡ そういう思う時もあるんですけ
ど, きっとそういう時ってわたし, 露骨に
顔に出てるんだと思うんですね？ 
インタビュア：(笑) 言葉にはせずとも｡  
娘 2 も, 母親 2 とはお互いになんでも言いあ
える仲だと認識しているようであった｡ 
インタビュア：ズバズバ言えない時って無いです
か？ ｢これはちょっと言えないな｣ とか｡  
娘 2 ：いや, 無いですね｡  
インタビュア：(笑)｡  




母親 5 は, 意図していなかったものの, 娘 5 
を自分の拡張自己とみなし, 所有物として育て
てきたと認識しているようであった｡ 
母親 5 ：(私は娘に) 自分の弱いところも見せるし, 
悩みも聞いてもらうし, その代わり怒ると







(略) 私が弱いところっていうか, なんでも 
(娘に) 見せちゃってる分, ｢ママがなんと
かしてくれる｣ っていうよりは, ｢かなわな
いなぁ｣ と思っていると思います｡ (略) 
｢ (娘は) 自分のものだから｣ っていう風に
育ててきたつもりはないんですけど｡ でも
やっぱり, ね｡  
母親 5 は, 子どものことが大好きである｡ 娘 





ですか？ 幸せ｡  
母親 5 ：かまってる…そうですね｡  
インタビュア：かまわなくてすむのは寂しい｡  
母親 5 ：寂しいですね｡  
インタビュア：置いていかれるって感じですか｡  
母親 5 ：あ, そうかもしれないですね, だんだん｡  
インタビュア：そういう感覚ですかねぇ｡ 一緒に
いたい？ 
母親8：そうですね, はい｡ ダメですか (笑) ？ 
母親 5 は, 娘 5 に手をかけすぎたことを悔や





た感じですよね｡  1 人っ子さんだし｡  
母親 5 ：そうですね｡  
インタビュア：なんでもやってあげちゃう？ 
母親 5 ：そうですね｡ それがほんとに, 失敗したこ
と・・・(笑)｡  
インタビュア：どうして失敗になっちゃうんです
かね？ (笑)  















母親 5 ：そうですね, きっと｡  
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母親 5 ：今アドバイスをしているんです｡ それで 
｢じゃ, ママはどうだったの？｣ って言われ
て｡ だから, ｢ママはそうじゃなかったから
そういう道もある｣ って｡ だから, 私は 
｢生涯ずっと勉強をしたいな｣ と思って｡ 
でもくじけたりとか, 今もね｡ なので, ｢だ
から (あなたもママを) 見ててそう思うで







母親 5 ：自分を？ そうなんだと思います, きっ
と｡ 




母親 5 ：あまり考えないようにしています｡ 今を
…｡ 
インタビュア：寂しいんだ (笑)｡ 
母親 5 ：あぁそうなのかな (笑)｡ あぁ, そうかもし
れないですね｡ もうなんて言うのかな, 囲
っておけないかな, っていうのもあるし｡  
娘 5 も母親 5 の過干渉を認識している｡ 
インタビュア：逆にちょっと, (お母さんに) ここは
直してほしいところはありますか｡ 
娘 5 ：過保護すぎる｡ 分かんないですけど｡ 
娘 5 は母親 5 との関係を親密であると考えて
いる｡ 
娘 5 ：(二人の関係は) 結構親密だな, と思います｡ 
インタビュア：例えるとどんな？ 
娘 5 ：友達でもあり母でもあり｡ 
インタビュア：友達でもあり母でもある｡ 




娘 5 ：何でも言える感じですかね｡ 
インタビュア：じゃぁ, 親友みたいな｡ 
娘 5 ：まぁ, 私も隠すこともありますけど, そんな
隠し事はないんじゃないかなとは思います
けど｡ 
そんな 2 人は何でも言いあう仲である｡ 母親 





はっきり ｢似合わないよ｣ って｡ 
娘 5 ：言います, 言います｡ 
インタビュア：お母さん, 言い出したいけどちょっ
と言いにくそうなときってないですか｡ 
娘 5 ：いや, ないです｡ 
インタビュア：ないですか｡ いいですねぇ｡ 




母親 3 は, 娘 3 が高校生になってからはあれ
これうるさく言わないようにしていると話して












母親 3 ：言うか言わないかですね｡ 
インタビュア：もう何も干渉しなくなったという
わけではなく, 表現をしないというだけで｡ 
母親 3 ：表現しないですね｡ でもある程度我慢でき
るようになってきた｡ 向こうがちゃんとや
れるようになってきたので…｡ 
娘 3 の成長は, 娘自身も気づいているようで
ある｡ 
Hosei University Repository














母親 3 ：結構悩むと, 私, はっきり言うね｡ 
娘 3 ：うん｡ 
母親 3 ：｢それはやめたほうがいい｣ って言う｡ 
娘 3 ：｢似合わない｣ (笑)｡ 









娘 3 ：｢それ, やめたほうがいいよ｣ って｡ 
インタビュア：はっきり言う｡ 
娘 3 ：はい｡ 
【娘を所有する感覚の弱い母親】 
母親 1 は, 娘 1 に対して自身の拡張自己とし


















に入れば) 部活と学校で 1 日のほとんどを
親と離れたところで過ごすようになるから｡ 







娘 1 も, 母親 1 からそのように言われた出来
事自体は覚えていないものの, 母親 1 からは自
分で自分のことを決めるよう任されていると認
識しているようである｡ 
娘 1 ：けっこうもう (私に判断を) 任せるみたいな
感じで, ｢これしなさい｣ とか ｢勉強しなさ
い｣ とかもあんまり言われないので｡ 
インタビュア：そうなんですね, 珍しいですね｡ 
娘 1 ：そうですね｡ 昔は言ってたらしいんですけ









母親 1 は, 人の感覚は個々によって異なるこ
とから, たとえ相手が自分とは異なる選択をし
ても否定すべきではないと考えているようであ
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｢あんまり｣ と思った時には, ｢それ, あん
まりよ｣ って言う？ それかやっぱり代わ
りの物を提案型で？ 























同様のことは, 母親 1 と娘 1 の合同インタビ
ューにおいても確認されている｡ 
母親 1 ：どうやって言うかな｡ ｢ちょっとこっちと
合わせてみたら？｣ とか｡ ちょっと組み合
わせを変えてみるように誘導してみたりと




母親 1 ：言わないよね？ 言う？ (娘 1 にたずねる)  
インタビュア：どうですか？ 娘さん｡ お母さん
に何て言われます？ 
娘 1 ：たぶん ｢ちょっとそれ変えたら｣ みたいに｡ 






母親 1 ：はい｡ 














母親 6 は, 娘 6 を制約したくないと考えてい
るようである｡ 言葉にしなくても見守っている
ような母親になりたいと思っていることを語っ





母親 6 ：試合を見て, 試合終わった後とかは ｢がん
ばったね｣ とは言ってますけど, でも, あ
んまり押しつけがましく, ｢がんばったね｣ 
って言っても負けた日なんかは逆にいやだ
と思うんですよ, 親に ｢がんばったね｣ な
んて言われるの｡ 自分もいやだと思うので｡ 
だから, あっさり ｢おつかれ｣ しか言わな
かったりとかはしてます｡ 
母親 6 は, 子どもが小さいころからあれこれ
口うるさく言うことはなかったと述べている｡ 




母親 6 ：うるさくは言わなかったと思います｡ 
母親 6 は, ファッションに関して, 娘 6 の選
択がいまひとつだと思ってもはっきりとは否定




ってからは ｢似合わない｣ や ｢おかしい｣ とい
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った批判的評価を直接的にすることはないと述
べている｡ 




母親 6 ：お店で選んでる時じゃない｡ 買って着てい






母親 6 ：そうですね｡ 一応やっぱり, 自分もそうで
すけど, その時はいいと思って買うんだけ
ど, ちょっと熱が冷めて家に帰って家の鏡
で見た時は ｢あれ, 似合わない｣ って自分
も思ったりするので｡ それを人から ｢似合
わないね｣ って言われるのはやっぱショッ
クなんですよね｡ なので ｢似合わないね｣ 
じゃなくて ｢今日はそれじゃない方がいい
んじゃない｣ とか｡ ｢寒いよ｣ とか, 逆に 
｢暑いよ｣ とか言って変えさせちゃうとか｡ 
娘 6 も, 母親 6 からファッションに関しては
はっきりと言われないと認識しているようであ
る｡ 









娘 6 ：お母さんて感じはしない｡ なんか普通に気
楽な感じの, ちょっとお姉さんも入ってん
のかなって感じはしますね｡ 






























母親 7 ：ほかの方 (母親と娘) が, もしそうしてい










母親 7 は, 娘 7 が大人になってきていると感
じているようである｡ 
母親 7 ：(娘が) ｢そういうのは時間が解決するんだ
よ｣ とか｡ 私より目線が上のような答えを
時々言うのです｡ そうすると ｢そうだよ
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娘 7 ：妥協案を持ってくる｡ ｢これは｣ と｡ 
母親 7 ：｢代わりに, これはどう？｣ というのもあ
りますけど｡ どうしてもの時は (母親が気
に入らないものは) 買ってあげないですね｡ 
















母親 8 は, 娘 8 と一緒に共有できる時間があ
ることはいいと思うが, 娘 8 は自分とは違うタ
イプの人間だと思っているようである｡ 
母親 8 ：なんていうか, こう人のいやな部分をほじ
くるようなところが, ありますね｡ 
インタビュア：冷静なんですね｡ 




｢ああ, いいな｣ と思う｡ 












母親 8 ：たまに感じます｡ さっきも (レストランで
私が水をこぼした時に) ｢お母さんはそれで
笑ってごまかそうとする｣  とか｡  ｢普段
も？｣ っていったら ｢普段も｣ と言われま
した｡ 
娘 8 も, 自らを大人っぽいと考えているよう
である｡ 自己分析においても,  7 割が大人で 3 
割が10代の女の子であると答えている｡ そして, 





娘 8 ：うん｡ 70と30｡ 
インタビュア：70が10代の女の子で, 30が… 
娘 8 ：あ, 逆です｡ 
インタビュア：あ, 逆で, 70が大人で, 30が10代の
女の子｡ 
娘 8 ：あの, ほんとに私 JK (女子高生) って感じじ
ゃないと思う｡ 自分で｡ 










娘 8 が距離をおいて接してくることについて, 
母親 8 には思い当たる節があるようである｡ 娘 
8 が一時期学校で悩んでいた時に, 母親 8 は仕
事が忙しかったために娘を支えてあげることが
できなかったという｡ 母親 8 は今でもそのとき
のことを悔やんでいると話している｡ 
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母親 8 と娘 8 はなんでも言いあう関係である｡ 
それは, 娘 8 を所有する感覚が強いからという
より, 娘 8 の性格によるものと母親 8 は考えて
いる｡ 自分とは違う考え方をする相手として娘
を見ている｡ 











逆に, 娘 8 は, 期待しすぎると重荷に感じる
かもしれないと配慮してくれるようになってか






娘 8 ：なんでだろう, やっぱりこれから大事だから
じゃないですかね｡ 私が中 3 のときにも, 
応援してくれたのも, お母さんもお父さん















娘 8 ：そうですね｡ 
インタビュア：すごいいいですね, それ｡ 




娘 8 ：今の感じが一番いいです｡ 












していいのかとかって , そういうのを｡ 
(略) ｢それ, 動きにして, ちょっと動きづら
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おいては, たとえば Tian and Belk (2005) の職場
























































されている (Hall 1976)｡ 本稿において収集さ
れたデータは映像による質的データであったが, 
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本稿は科研費 (基盤研究B (海外) 23402040) 
の助成を受けている｡ 
 
表 1 インフォーマントのプロファイル 




母親 1  (44歳) 
パートタイム勤務 
娘 1  (16歳) 




母親 2  (46歳) 
パートタイム勤務 
娘 2  (15歳) 




母親 3  (48歳) 
パートタイム勤務 
娘 3  (16歳) 




母親 4  (47歳) 
パートタイム勤務 
娘 4  (16歳) 
高校 2 年 
5 
2011年11月 6 日 
13時 
母親 5  (48歳) 
パートタイム勤務 
娘 5  (16歳) 
高校 1 年 
6 
2011年11月 6 日 
17時 
母親 6  (43歳) 
パートタイム勤務 
娘 6  (16歳) 




母親 7  (42歳) 
パートタイム勤務 
娘 7  (17歳) 
高校 2 年 
8 
2011年12月 3 日 
13時 
母親 8  (47歳) 
フルタイム勤務 
娘 8  (16歳) 
高校 2 年 
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